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活動内容と成果

SDGs達成に向け、国内の諸課題に対処するために、あらゆるス
テークホルダーの参加とパートナーシップによって、市民一人ひ
とりが考え行動するような環境整備を行う。

SDGs、パートナーシップについて多くの団体が関連情報を得て
活動するようになる。ステークホルダーとの対話や環境活動を
コーディネートする人との組織が増える。

●地域での成功・協働の優良事例を7件特定し、その自治体のトッ
プにインタビューした内容をウェブサイトで紹介した
●パートナーシップの有効性に関するシンポジウムを開催した
●ウェブサイトでキーパーソンの活動紹介を行い、メールマガジ
ンでは最新情報と関連イベント情報を隔月で配信した
●東京で2回、地方で1回（岡山市）の学習会を行った
●41回の関連会合に出席または講演を行った

今後の
展望

持続可能な開発目標（SDGs）の
達成に向けたパートナーシップ形成活動
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メールマガジン発行回 6回
170人
100％
80％

主催会合への参加者

今年度計画の達成度

目標達成度

SDGsに取り組む自治体の関心は高まりつつあるので、自治体インタビューなどを通じてできた関係性を活用して、今後研修事業
やコンサルティング事業など、自主事業として構築し、収益構造も作れるようにする。本活動で定着してきたSDGsや持続可能な
社会づくりに関する情報発信活動を継続することによって、この分野に関する事業展開のためのネットワークや情報収集を継続
し、事業開拓につなげる。

SDGsの関心の高さに応えるべく、各所での学習会やセミナーに
招かれてSDGsとパートナーシップの重要性について普及させる
ことができた。自治体インタビューは予想していたよりも多くの
自治体に協力いただくことができ、十分な情報収集ができた。
SDGsを普及させるための手段として講演、ワークショップを
様々行ってきたが、毎回パッケージとして利用できるようなツー
ルとしての開発には至らなかった。

SDGsシンポジウム

自治体トップにインタビュー（大津市長）

SDGｓ東京学習会

■苦労した点
外部団体からSDGsの講演やワーク
ショップの依頼が多かった（約40
回/年）。参加者や要望に応じたアレ
ンジが必要となり、パッケージ化し
たツール開発は見送った。

■工夫した点
SDGs市民社会ネットワークや地域
の市民活動センターなどと連携し
て、関連の地域情報や人の紹介など
を受けながらタイムリーな活動にな
るように心がけた。

一般社団法人　環境パートナーシップ会議

知識の提供・普及啓発

ひろげる助成
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